
 

・１１月１１日火曜日、今年度も、３校の１年生（鶴見小学校７０名、南立石小学校６６名、東山小

６名）が芋ほり体験（大野泰徳さんの畑）及びしいたけ狩り体験（田中信行さんのほだ場）ができ

ました。今年度は、芋の苗植えや除草作業など、本校保護者等のご協力もあり、収穫体験が可

能となりました。 

・１１月１２日水曜日劇団俳協の皆さんによる「あらしのよるに」の公演が開催されました。 

特に４～６年生の子どもたちが、とても楽しみにしていた共演シーンでは、用意していただい

た狼の着ぐるみを着て、大活躍。観覧した保護者も、大変喜ばれていました。翌朝、登校した

児童が、「狼の着ぐるみを着てみたかった」と。昨年度、文化庁事業の募集に応募。事前の準

備を経て、２年がかりの取組が無事終了しました。下の画像は開演前の練習風景です。

  

『学校(園)の教育目標』 多様性を尊重し、自他のよさを認め合い、主体的に学ぶ東山の子 
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・校内の畑で、色づきのよい、多様なかたちの芋

を中学生が収穫し、中庭で干しています。 

・園児は、芋のつるを引っ張って、収穫しました。

つるを引っ張って、たくさんの芋が地中から 

現れ、驚いたり、つるだけ抜けて、手で掘って 

芋を探したり。とうとう小さな軍手は黒くなりま 

した。 


